
 

 

 

 

福井県の 26 年産水稲の作況指数は 98 の「やや不良」と発表されましたが 8 月中

の日照時間が平年の半分となり、登熟不良になったことで生産現場においては公表以

上に少ない収穫量となっているのが現状です。 

 10 月 30 日現在の集荷状況は、111,704 俵（前年対比 91.7％）となり、その

内訳については倉前で 58,185.5 俵、カントリー・ライスセンターで 34,086 俵、

良質米出荷施設で 19,432.俵となりました。 

本年のコシヒカリの作柄については、出穂期以

降 20 日間が平温となり、品質面では近年問題と

なっている白未熟粒の発生が少なく、整粒歩合は

極めて高くなっており上位等級比率は 93.8％

（前年58.3％）と大幅に品質が改善されました。

しかし一部の田植え時期が早かった圃場では、出

穂期以降の高温により白未熟粒が多く発生しま

した。 

ハナエチゼンについては、例年にない乳白粒によ

る格落ちが見られたものの、上位等級比率は



86.6％（前年 91.3％）となりました。 

特別栽培のコシヒカリは、

4 月から 3 回の研修会を行

い 6 月と 8 月に栽培記録簿

の書類審査と圃場の肥培管

理状況を 2 回づつ審査し、

7 月には作見会として生産

者を集め、管内の生育調査

圃場 10 ヶ所を巡回しまし

た。 

9 月には適期収穫、出荷

方法に向けた研修会を開催

し、上位等級比率は慣行栽

培を上回る 96.7％（前年

48.4％）となり、12 月に

は、今年の米の品質及び収

穫までの生育状況又、

次年度へ向けた栽培

技術の研修会を行い

ます。日本晴は、栄

養成長期の生育は順

調であったものの、

出穂期から開花期と

なった 8 月 10 日に

台風 11 号が通過し、

風害による褐変籾が

局地的に発生したこ

とで、茶米等による

品質や収量の低下が

みられ、上位等級比

率は 86.3％となり

ました。 
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